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中村佑介20周年展開催中

かわとまちをつなぐ拠点完成 交流人口増加と
中心部活性化期待

とき　7月2日（日）まで 午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
ところ　石ノ森萬画館　2階企画展示室
料 金　大人900円／中高生600円／小学生250円／未就学児無料（常設展観

覧料含む）
　イラストレーター・中村佑介は、昨年に活動20周年を迎えました。テーマ毎に
作品を厳選し、完成イラストはもちろん、着色前の線画やアイデアスケッチなど
も公開しています。「懐かしくて」「新しい」魅力あふれる作品をご覧ください。
　さらに、石ノ森萬画館でしか購入できないオリジナルグッズ
の販売やコラボメニューなども開催中です。来場者限定の特典
プレゼントや、グッズ付き観覧券も販売しています。
　詳しくは石ノ森萬画館公式ホームページまたは公式Twitter
をご覧ください。
Twitter　＠ishimangakan
問　石ノ森萬画館　☎96-5055

　かわまち交流拠点は、観光案内と地域活動の場である「かわまち交流センター（かわべい）」と、地場産品を販売する民設民営の「いしのまき元気いちば」、有
料駐車場の「かわまち立体駐車場・かわまちバス駐車場」、路線バス・タクシー乗り場の「かわまち交通広場」、屋外広場の「かわまち交流広場」からなります。
　総事業費約31億円で、復興財源を活用しながら約１.53㌶で被災したまちを作り直す土地区画整理事業を行いました。事業が始まった平成28年以降、順
次、施設を整備し、最後のかわまち交流広場で完工となりました。
　川湊（かわみなと）として発展してきた河口部は震災まで堤防がなく、津波で大きな被害を受けました。かわまち交流拠点整備は堤防整備に合わせて行わ
れ、にぎわい創出につなげる「石巻地区かわまちづくり」の取り組みは、令和４年度国土交通大臣表彰の「かわまち大賞」に選ばれています。
　川辺の風景は大きく変化し、拠点から交流人口の増加や中心市街地の回遊性が高まることが期待されます。

平成29年６月オープン
１階:鮮魚・地場産品販売
２階:レストラン、
　　フードコート

平成30年10月供用開始
路線バスターミナル、
タクシー乗り場

令和５年４月供用開始
南広場：屋外ステージ、噴水広場、イベントステージ、ベンチ
北広場：ベンチ
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かわまち立体駐車場・バス駐車場

問　一般社団法人石巻観光協会　☎93-6448
　　市商工課　（内線3526）

平成30年９月供用開始
１階:インフォメーション、
　　交流ホール、
　　ミーティングスペース
２階:キッチンスペース、
　　サロンスペース

平成29年11月供用開始
普通車２１９台、
大型バス５台


